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６月６日、JR 総連「第３８回定期大会」が目黒さ

つきビル会議室において開催されました。冒頭山

口執行委員長から、「①JR 総連結成３５年を振り

返って、②JR 総連 2022 春闘の総括について、

③平和を守る取り組み、ウクライナ避難民支援カ

ンパの取り組みについて、④加盟各単組の闘いに

ついて」挨拶がありました。 

質疑では、貨物労組からは村上代議員と竹花代議員が、

①２２春闘総括について、②世代交代及び組織強化に

ついて、③安全確立にむけた取り組みについて発言し

ました。あわせて、北海道地協佐久間代議員・東海地

協細川代議員が各地方の取り組みについて発言、辻井

特別代議員（貨物労連事務局長）から

は、労連の仲間の労災死亡事故につい

て、貨物労連としての２２春闘につい

て発言がありました。 

 

また、今大会で貨物労組から選出されていた会

計監査の鈴木寿夫氏(東海地本)が退任し、新た

に池田甫氏(関東地本)が選出されました。 

大会終了後には３５周年記念レセプションが

ＪＲ総連推薦議員懇談会をはじめ多くの来賓

を迎えて開催されました。３５年の軌跡を確認

し、更なる飛躍と団結を打ち固めるべく、ＪＲ総連に結集する仲間と交流を深めました。 

＜退任された鈴木さん(左)、新任の池田さん(右)＞ 
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